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一般質問とは、市の一般事務や市が抱える課題等について市
長などにただすもので、
12月定例会では20人の議員が一般質問を行いました。
ここでは広報委員会で抜粋し、事項別に整理した一部の内容
を掲載しています。

一般質問の全文は、２月中旬作成予定の本会議録を図
書館や鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索システ
ム」でご覧ください。

髙橋　浩司……「福祉関連予算と行財政改革について」
吉岡　和江……「高齢者保健福祉計画について」「子育て支援について」
安川　健人……「防災について」「世界遺産について」
松中　健治……「災害・災害後について」「復旧・復興・防災」「まちづくり」
赤松　正博……「地震・津波・海に浮かぶ２つの原子炉事故から市民の生命と財産を守るために」
中澤　克之……「防災について」「子供達の環境等について」「新副市長の基本姿勢等について」
西岡　幸子……「女性の視点からの防災対策」
長嶋　竜弘……「鎌倉に大津波がきたら」「世界遺産登録について」
飯野　眞毅……「防災対策について」「下水道行政について」「廃棄物行政について」
千　　　一……「車椅子利用の来訪者について」「３・11のようなことが鎌倉で起こった時の要援護者

対策とその流れ」「北鎌倉駅のバリアフリー化及び大船駅東口のエレベーターについて」
納所　輝次……「地域主権改革の推進における鎌倉市総合計画のあり方について」
石川　敦子……「超高齢社会を乗り切る鎌倉の取り組みについて」「不登校・虐待・非行など子どもの

問題解決に向けてスクールソーシャルワーカーの活用について」「特別支援教育で求め
られる個に応じた指導・支援について」

岡田　和則……「行財政改革と放射能対策と津波対策」
前川　綾子……「障害者の就労について」「安心・安全なまちづくりについて」
渡辺　　隆……「鎌倉市の防災について」
太田　治代……「「鎌倉市の危機管理」に対する取り組みについて」
久坂くにえ……「災害時のペット対策並びにマナー向上について」
山田　直人……「スポーツの振興について」「障害者就労支援について」「公共施設等の管理について」
高野　洋一……「住宅リフォーム助成制度の創設について」
渡邊昌一郎……「「みんなの鎌倉遠足」に5,000万円の予算をかける諸問題について」

一般
質問

防
災
と
市
民
生
活
の
安
全・安
心
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※
印
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

明
応
地
震
、
慶
長
地
震
等

　

明
応
地
震
は
１
４
９
８
年

（
明
応
７
年
）
に
発
生
、
津
波

の
被
害
が
大
き
く
鎌
倉
の
大
仏

殿
ま
で
津
波
が
達
し
た
と
い
う

史
料
が
あ
る
（
推
定
津
波
高
８

～
10
㍍
）。

用
語
の
解
説

　

慶
長
地
震
は
１
６
０
５
年

（
慶
長
９
年
）
に
発
生
、
地
震

の
揺
れ
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い

が
津
波
が
大
き
い
地
震
（
津
波

地
震
）と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

痕
跡
等
の
史
料
は
乏
し
い
。

　

元
禄
地
震
は
１
７
０
３
年

（
元
禄
16
年
）
に
発
生
、
揺
れ

が
非
常
に
大
き
く
鎌
倉
で
は
二

の
鳥
居
ま
で
津
波
が
浸
入
（
推

定
津
波
高
８
㍍
）。

め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
…
関
東
大
震
災
の
時
に
は
、

由
比
ヶ
浜
で
津
波
の
第
一
波
が

地
震
発
生
12
分
後
、
最
大
波
が

63
分
後
で
あ
っ
た
。
今
回
の
県

の
想
定
で
は
ま
だ
津
波
の
到
達

時
間
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

想
定
外
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
厳
し
く
想
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

防
災
安
全
部
長
…
地
震
に
よ
り
大

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

に
は
、
い
か
に
早
く
高
台
を
目

指
し
て
避
難
す
る
か
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の
対
策

の
検
討
に
当
た
っ
て
、
津
波
の

到
達
時
間
は
厳
し
い
想
定
を
前

提
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
…
本
市
で
で
き
る
対
策
に
つ

い
て
、
沿
岸
部
の
現
地
調
査
や

津
波
避
難
階
段
な
ど
先
進
地
の

状
況
等
か
ら
ど
う
考
え
る
か
。

同
部
長
…
津
波
対
策
が
充
実
し
て

い
る
沼
津
市
へ
調
査
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
急
傾
斜
地
の
防
災
工

事
の
際
に
そ
の
崖
を
登
れ
る
よ

　

神
奈
川
県
が
発
表
し
た
津
波
浸

水
予
測
図
（
素
案
）
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

質
問
…
県
が
本
市
の
津
波
浸
水
想

定
を
14・４
㍍
と
発
表
し
た
が
、

こ
の
予
測
の
精
度
に
つ
い
て
教

え
て
ほ
し
い
。

防
災
安
全
部
長
…
頻
度
は
低
い

が
、
発
生
す
れ
ば
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
津

波
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
過
去

の
文
献
に
お
い
て
※
明
応
地

震
、
慶
長
地
震
等
の
被
害
状
況

か
ら
、最
大
で
14
・４
㍍
の
津
波

を
県
が
予
測
し
て
発
表
し
た
も

の
で
、
ま
だ
本
市
の
ど
の
地
域

に
何
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
来
る

の
か
、
津
波
の
到
達
時
間
な
ど

細
部
の
想
定
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
は
県
に
科
学
的
な
根

拠
の
説
明
を
求
め
て
い
き
た
い
。

質
問
…
こ
の
津
波
浸
水
想
定
14
・

４
㍍
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

同
部
長
…
今
回
、県
か
ら
津
波
高
、

浸
水
範
囲
が
示
さ
れ
、
予
想
を

上
回
る
想
定
で
あ
り
、
津
波
対

策
及
び
避
難
体
制
の
さ
ら
な
る

充
実
が
求
め
ら
れ
、
一
層
の
危

機
意
識
を
持
っ
て
防
災
・
減
災

対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
…
由
比
ガ
浜
に
あ
る
消
防
本

部
・
鎌
倉
消
防
署
、
第
一
小
学

校
脇
に
建
設
予
定
の
子
ど
も
会

館・子
ど
も
の
家
は
大
丈
夫
か
。

消
防
長
…
今
回
の
県
が

想
定
し
た
よ
う
な
津

波
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
消
防
本
部
・

鎌
倉
消
防
署
は
安
全

だ
と
は
言
え
ず
、
被

害
が
及
ぶ
と
考
え
て

い
る
。
時
期
は
未
定

だ
が
、
１
１
９
番
や

消
防
隊
出
動
の
指
示

を
出
す
消
防
本
部
の

み
を
移
転
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
み
ら
い
部
長
…

子
ど
も
会
館
・
子
ど

も
の
家
は
、
近
傍
の

小
学
校
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
避
難
訓

練
、
避
難
場
所
を
定

う
に
避
難
階
段
が
設
置
さ
れ
、

既
存
の
山
道
が
避
難
路
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
沿

岸
域
で
は
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民

用
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
設
置

さ
れ
、
道
路
沿
い
に
は
避
難
経

路
の
案
内
表
示
、
さ
ら
に
停
電

時
の
夜
間
で
も
誘
導
で
き
る
よ

う
太
陽
光
に
よ
る
照
明
な
ど
が

多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
今
後
、

本
市
の
津
波
対
策
の
検
討
材
料

に
し
て
い
き
た
い
。

　

女
性
の
視
点
か
ら
の
防
災
対
策

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
本
市
の
地
域
防
災
計
画
に

は
、
女
性
の
視
点
が
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

防
災
安
全
部
長
…
現
行
の
計
画
で

子
ど
も
か
ら
障
害
者
、高
齢
者
、

妊
産
婦
な
ど
の
災
害
弱
者
に
対

し
て
、
安
全
確
保
対
策
を
定
め

て
お
り
、
避
難
所
の
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
に
も
反
映
さ
せ
て

　

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
対
策
と
マ

ナ
ー
向
上
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
市
の
ミ
ニ
防
災
拠
点
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
ペ
ッ
ト
の
対

応
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現

場
で
の
具
体
的
な
部
分
ま
で
話

し
合
わ
れ
て
い
る
の
か
。

防
災
安
全
部
長
…
ペ
ッ
ト
同
伴
の

避
難
者
は
基
本
的
に
一
般
の
避

難
者
と
は
別
の
エ
リ
ア
に
滞
在

し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
る
が
、

具
体
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
ま

だ
検
討
が
進
ん
で
い
な
い
。

質
問
…
地
域
防
災
計
画
に
ペ
ッ
ト

対
策
を
具
体
的
に
落
と
し
込
み
、

適
切
な
動
物
救
護
の
体
制
を
つ

　

食
材
や
土
壌
に
関
す
る
放
射
能

対
策
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
本
市
で
は
７
月
か
ら
小
学

校
及
び
保
育
園
の
給
食
食
材
の

検
査
を
民
間
検
査
機
関
で
実
施

し
て
い
る
。11
月
か
ら
は
簡
易
測

定
も
始
め
た
が
、そ
の
目
的
は
。

教
育
総
務
部
長
…
７
月
か
ら
の
検

査
は
、
精
密
な
分
析
を
行
う
た

め
、
民
間
検
査
機
関
に
依
頼
し

て
い
る
。
11
月
に
始
め
た
簡
易

測
定
は
、
精
密
検
査
の
補
完
の

た
め
、空
間
線
量
を
測
定
す
る
簡

易
測
定
器
と
食
品
を
計
測
す
る

キ
ッ
ト
を
併
用
し
て
週
１
回
、

１
食
材
の
測
定
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
…
検
査
回
数
や
検
査
品
目
を

増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

同
部
長
…
民
間
検
査
機
関
へ
の
依

頼
及
び
簡
易
測
定
の
回
数
に
つ

い
て
は
、
週
２
回
に
す
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

検
査
品
目
を
増
や
す
こ
と
に
つ

い
て
は
、
食
材
を
検
査
前
日
に

仕
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
保
管

場
所
の
問
題
が
出
て
く
る
た

め
、
対
応
は
難
し
い
。

質
問
…
簡
易
測
定
の
検
出
限
界
値

は
暫
定
基
準
値
に
準
拠
し
た
１

㌕
あ
た
り
２
０
０
ベ
ク
レ
ル

で
あ
る

が
、国
は
こ
の
基
準
を
見
直
し
、

40
ベ
ク

レ
ル

に
変
更
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
た
測
定
が

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

同
部
長
…
暫
定
規
準
値
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
で
現
在
見
直

し
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
も
、
今
後
よ
り
厳
し

い
基
準
で
対
応
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
…
土
壌
処
理
対
策
に
つ
い

て
、
市
は
処
理
基
準
を
明
確
に

し
、
市
民
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

そ
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

防
災
安
全
部
長
…
土
壌
処
理
に
つ

い
て
は
、
国
の
特
別
措
置
法
の

施
行
に
伴
っ
て
示
さ
れ
る
方
針

に
従
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問
…
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
か

ら
守
る
た
め
、
鎌
倉
独
自
の
基

準
値
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い

て
、市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長
…
現
在
、
食
材
や
土
壌
に
つ

い
て
は
国
の
示
す
基
準
に
沿
っ

て
対
応
し
て
い
る
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
情
報
を
発
信
し
て
い

く
と
と
も
に
、
市
独
自
の
基
準

の
設
置
に
つ
い
て
も
、
教
育
委

員
会
と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

い
る
。今
後
も
女
性
の
視
点
を
、

市
民
の
意
見
を
聞
く
中
で
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
。

質
問
…
計
画
の
改
定
に
あ
た
り
女

性
の
視
点
を
取
り
上
げ
る
工
夫

を
し
て
い
る
の
か
。

同
部
長
…
災
害
へ
の
対
応
は
、
年

齢
層
や
障
害
の
有
無
な
ど
幅
広

い
視
点
が
必
要
で
、
女
性
の
視

点
も
そ
の
一
つ
と
考
え
る
。
福

祉
や
医
療
、
子
育
て
な
ど
女
性

の
視
点
が
欠
か
せ
な
い
分
野
で

は
、
当
然
そ
の
所
管
す
る
部
の

考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
整

備
や
施
設
運
営
に
つ
い
て
も
女

性
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
よ

う
、
計
画
の
改
定
を
進
め
て
い

き
た
い
。

質
問
…
市
内
の
自
主
防
災
組
織
の

中
で
女
性
が
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
か

同
部
長
…
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
的
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
組
織
、
女

性
の
グ
ル
ー
プ
で
防
災
学
習
な

ど
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど

が
あ
り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
女

性
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

く
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

同
部
長
…
ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員

と
い
う
考
え
を
持
つ
方
も
増
え

て
き
て
お
り
、
災
害
時
に
お
い

て
も
ペ
ッ
ト
へ
の
ケ
ア
が
求
め

ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
防
災
計
画
改
定
の
中
で
、

ペ
ッ
ト
対
策
の
あ
り
方
を
議
論

し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
、
災
害
時

の
対
策
や
マ
ナ
ー
向
上
に
つ
な

が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
今

後
の
方
向
性
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長
…
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
多
方

面
で
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る

が
、
他
の
公
共
施
設
の
整
備
計

画
や
財
政
的
な
状
況
も
あ
る
の

で
、
必
要
性
の
有
無
か
ら
検
討

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

津
波
対
策

放
射
能
対
策

女
性
の
視
点
か
ら
の

　 

　
防
災
対
策

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
対
策
と

　
　
　
マ
ナ
ー
向
上

明応型地震を想定した
津波浸水予測図 （素案）


